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Transnational Interregional Input-Output Analysis between Japan， China and South Korea
—By compilation of 2000 Transnational Interregional Input-Output Analysis between 
Japan， China and South Korea—
TAKU ISHIRO
キーワード
産業連関分析（Input-Output Analysis），地域間産業連関表（Multi-regional Input-Output Table），日

















































































3 ）Seoul, Inchon, Kyungki-do, Taejon, Chungcheongbuk-do, 
Chungcheongnam-do, Kwangju, Jeollabuk-do, Jeollanam-
do, Taegu, Gyeongsangbuk-do, Pusan, Gyeongsangnam-do, 
Gangwon-do, Ulsan, Jeju-doの16地域である。








中国を 7 地域，日本を 8 地域に分割した日中地域
間アジア国際産業連関表の日本における関東地方
を，居城（2011）で作成した関東地域間産業連関





























3 ． 2 　韓国内を分離
3 ． 1 において，日中地域間国際産業連関表




























































U.S.A the United States
表 2 　日中韓地域間国際産業連関表の産業区分
1 Agriculture, livestock, forestry and fishery
2 Mining and quarrying
3 Household consumption products （Life-related manufacturing products）
4 Basic industrial materials （Primary makers’ manufacturing products）
5 Processing and assembling （Secondary makers’ manufacturing products）
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図 4 　Classification of regions in Kanto図 3 　Classification of regions in Japan
図 2 　Classification of regions in South Korea図 1 　Classification of regions in China






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ROWはRest of the Worldを意味している。表















よう。1 地域(東京)と 2 地域（華東）と 3 地域（韓国・首都圏）という内生地域， W 地域









































































     (1)                            
                         
ここで xiは i 地域の地域内生産額，Aijを(n×n)の投入係数行列で i=jの場合は地域内の中
間財投入係数行列，i≠jの場合は i地域から j地域への移入中間財投入係数行列となる。Fij
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L11は，1 地域の需要によって 1 地域で誘発される額を示し，L21，L31は同様に 1 地域の
需要によってそれぞれ 2地域，3地域で誘発される額を示す。また，L12 ，L13はそれぞれ 2
⑴
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間国際産業連関表は，本来は 34 地域間産業連関表であるが，表 5 は簡略化のため，東京と
中 の華東(Huadong)，韓国の首都圏(Sudogwon)の 3 地域間表として示している。表中の，
ROW は Rest of the World を意味している。表中の添え字の 1 は東京を，添え字の 2 は華
東を，添え字の 3 は韓国・首都圏を，W はその他世界を示している。 
 
表 5 日中韓地域間国際産業連関表（簡略型） 
 Intermediate Final Demand Export 
to ROW 
Total 
Output  Tokyo Huadong Sudogwon Tokyo Huadong Sudogwon 
Tokyo 11Z  12Z  13Z  11F  12F  13F  WE1  1x  
Huadong 21Z  22Z  23Z  21F  22F  23F  WE2  2x  
Sudogwon 31Z  32Z  33Z  31F  32F  33F  WE3  3x  
ROW 1WZ  2WZ  3WZ  1WF  2WF  3WF  
VA 1V  2V  3V  
Total Input 1x  2x  3x  
 
ASEAN5 U.S.A
Hokkaido Tohoku Chubu Kinki Chugoku Shikoku Kyushu

















International Freight and Insurance
Import From ROW




























































よう。1 地域(東京)と 2 地域（華東）と 3 地域（韓国・首都圏）という内生地域， W 地域









































































     (1)                            
                         
ここで xiは i 地域の地域内生産額，Aijを(n×n)の投入係数行列で i=jの場合は地域内の中
間財投入係数行列，i≠jの場合は i地域から j地域への移入中間財投入係数行列となる。Fij





































































    
(2) 
 




















































































                  
                      
 
L11は，1 地域の需要によって 1 地域で誘発される額を示し，L21，L31は同様に 1 地域の





よう。1 地域(東京)と 2 地域（華東）と 3 地域（韓国・首都圏）という内生地域， W 地域









































































     (1)                            
                         
ここで xiは i 地域の地域内生産額，Aijを(n×n)の投入係数行列で i=jの場合は地域内の中
間財投入係数行列，i≠jの場合は i地域から j地域への移入中間財投入係数行列となる。Fij





































































    
(2) 
 




















































































                  
                      
 
L11は，1 地域の需要によって 1 地域で誘発される額を示し，L21，L31は同様に 1 地域の





よう。1 地域(東京)と 2 地域（華東）と 3 地域（韓国・首都圏）という内生地域， W 地域









































































     (1)                            
                         
ここで xiは i 地域の地域内生産額，Aijを(n×n)の投入係数行列で i=jの場合は地域内の中
間財投入係数行列，i≠jの場合は i地域から j地域への移入中間財投入係数行列となる。Fij





































































    
(2) 
 




















































































                  
                      
 
L11は，1 地域の需要によって 1 地域で誘発される額を示し，L21，L31は同様に 1 地域の
需要によってそれぞれ 2地域，3地域で誘発さ る額を示す。また，L12 ，L13はそれぞれ 2
⑶
L11は， 1 地域の需要によって 1 地域で誘発
される額を示し，L21，L31は同様に 1 地域の需
要によってそれぞれ 2 地域， 3 地 れ
る額を示す。また，L12，L13はそれぞれ 2 地域，





































表 6 　 ROWを内生的に扱った仮説的な日中韓地域間国際産業連関表
11 
 
表 6  ROW を内生的に扱った仮説的な日中韓地域間国際産業連関表 
 Intermediate Final Demand Export 
to ROW 
Total 
Output  Tokyo Huadong Sudogwon ROW Tokyo Huadong Sudogwon 
Tokyo 11Z  12Z  13Z  O  11F  12F  13F  WE1  1x  
Huadong 21Z  22Z  23Z  O  21F  22F  23F  WE2  2x  
Sudogwon 31Z  32Z  33Z  O  31F  32F  33F  WE3  3x  
ROW 1WZ  2WZ  3WZ  O  1WF  2WF  3WF  O
 Wx  
VA 1V  2V  3V  O  
Total Input 1x  2x  3x  Wx  
 































































































ここで注目したいのは (4)式において， 1WA ， 2WA 2WA ， 3WA という形で外生地域であ
り (3)式では考慮されていなかった外国（W 地域）からの中間財輸入が式上で考慮されてい
ることと， 
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同様に，最終需要を項目別にして示すと，以下の(6)式で示される H 行列を得る。 
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ここで注目したいのは (4)式において， 1WA ， 2WA 2WA ， 3WA という形で外生地域であ
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(6) 
H行列の構成要素を見れば明らかなように， 11H から WH3 まではL行列と同じであるが，
1WH から WWH までは，長谷部・藤川・シュレスタ(2012)で提案された，外生地域からの
中間財，最終財の移輸入による誘発効果を考慮した部分である。 1WH ， 2WH ， 3WH は，
構成要素からわかるように，それぞれ１地域，２地域，３地域の需要により W 地域の最終
財が直接輸入される部分と W 地域（海外）で中間財が誘発される部分である。 WWH は，
W 地域の需要により，内生地域である 1 地域，2 地域，3 地域の生産物が W 地域へ輸出さ







感覚をつかんでおこう。図 5 はアメリカを除いた ASEAN から九州(Kyusyu)までの地域ごと
の生産額を示している。これによれば，東京は，中国，韓国の各地域の生産額，あるいは
ASEAN をも上回り，近畿地方に匹敵する生産額を有していることがわかる。中国においては，
華東（C. Huadong），華北（C. Huabei），華南（C. Huanan），華中（C. Huazhong）の順，
韓国においては，首都圏(K. Sudogwon)が圧倒的に大きく，次いで慶南(K. Gyeongnam)の順
になっていることが分かる。日本の九州が中国の華東（C. Huadong）と，日本の東北や神
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頭の地域区分に従い 3 分割した表（表 7 － 1 ，
表 7 － 2 ，表 7 － 3 ）を使い検討していく。


































日本（18 地域：うち関東 11 地域），アメリカの 34 地域で各地域で 10 部門の部門数がある
ため，(6)式の結果は，最終需要（消費，固定資本形成，政府支出）を一本に統合したとし
ても，行は（34 地域＋外生国）×10 部門で 350，列は 34 地域＋外生国で 35 列ある。その
ため，容易に結果の傾向を読み取ることができないため，(6)式の結果を国ごとに集計し，
かつ関東 11 地域を統合した結果をまず表７として見ていく。ただし，表 7 そのままでも大
きな表となるので，表頭の地域区分に従い 3 分割した表（表 7‐1，表 7‐2，表 7‐3）を
使い検討していく。 
 まず，表 7－1 は，表頭の地域を ASEAN から中国の各地域までとした表である（表側に
は，ASEAN から USA まで全地域そろっている）。表は，表頭の地域の需要によって表側
のどの地域に生産誘発が生じたかを示している。ただし，表中の網かけで示したセルは，
自地域の需要により，自地域で生産誘発が生じた部分となる。また，表側最下段の ROW 行

















































続いて，表 7 － 3 において日本の各地域につ
いて見ていこう。関東地域について中心的に見
ると，関東地域の需要によって国内においては
表 7 － 1 　生産誘発効果（関東統合）ASEAN ～ China
単位：100millionUS$
ASEAN C.Dongbei C.Huabei C.Huadong C.Huanan C.Huazhong C.Xibei C.Xinan
ASEAN 6,945.2 9.9 25.6 53.8 70.0 12.3 5.7 9.4 
C.Dongbei 15.8 2,107.1 79.9 55.1 22.4 57.8 36.3 23.2 
C.Huabei 38.9 178.7 3,336.6 296.1 126.9 378.4 140.0 118.4 
C.Huadong 62.1 119.6 195.4 3,575.2 182.5 368.6 96.0 128.0 
C.Huanan 54.5 50.3 53.1 136.5 2,024.3 156.4 48.4 114.7 
C.Huazhong 12.5 135.3 241.7 407.3 251.8 4,721.0 176.7 226.8 
C.Xibei 2.6 27.9 49.0 43.3 24.0 101.7 1,174.3 48.7 
C.Xinan 5.1 21.3 28.4 57.6 82.5 96.9 50.9 2,400.8 
Taiwan 123.6 15.9 39.0 65.3 87.8 15.6 6.8 8.8 
K.Sudogwon 49.1 6.0 14.3 22.7 30.6 5.7 2.5 3.3 
K.Gangwong 1.6 0.3 0.5 0.8 1.2 0.2 0.1 0.1 
K.Chungcheon 16.2 2.2 5.0 8.0 10.9 2.1 0.9 1.2 
K.Jeolla 19.2 2.7 6.1 10.5 14.2 2.9 1.2 1.6 
K.Gyeongbuk 19.7 2.4 5.8 9.6 12.8 2.4 1.0 1.4 
K.Gyeongnam 33.4 4.0 9.6 16.5 21.7 4.2 1.8 2.3 
Hokkaido 5.3 0.4 0.7 1.5 1.1 0.3 0.1 0.2 
Tohoku 19.1 1.4 2.3 4.7 3.9 0.8 0.4 0.6 
Kanto 339.2 24.9 43.0 89.1 74.2 15.5 8.5 10.7 
Chubu 97.9 8.0 13.7 28.6 23.2 4.9 2.7 3.4 
Kinki 149.5 12.2 20.0 43.7 33.1 7.5 4.0 4.9 
Chugoku 38.9 4.0 6.5 15.2 10.7 3.0 1.4 1.7 
Shikoku 9.8 0.8 1.4 3.1 2.2 0.6 0.3 0.3 
Kyushu 45.5 3.1 5.2 11.3 8.8 2.2 1.1 1.3 
U.S.A 392.3 20.3 81.1 99.9 68.9 23.0 11.7 17.1 
ROW 206.0 8.0 15.3 18.9 31.1 4.2 1.8 3.4 
計 8,702.9 2,766.8 4,279.4 5,074.4 3,220.8 5,988.4 1,774.6 3,132.2 
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表 7 － 2 　生産誘発効果（関東統合）Taiwan ～ Korea
単位：100millionUS$
Taiwan K.Sudogwon K.Gangwong K.Chungcheon K.Jeolla K.Gyeongbuk K.Gyeongnam
ASEAN 128.2 74.8 3.4 11.0 11.9 6.9 29.5 
C.Dongbei 7.1 11.5 0.5 1.4 1.6 1.3 3.0 
C.Huabei 25.1 33.5 1.3 4.2 4.6 3.5 9.3 
C.Huadong 22.7 28.5 1.1 3.4 3.7 2.7 7.6 
C.Huanan 15.9 15.8 0.6 1.8 1.9 1.3 4.4 
C.Huazhong 4.9 5.6 0.2 0.7 0.7 0.5 1.6 
C.Xibei 1.4 1.5 0.1 0.2 0.2 0.2 0.5 
C.Xinan 1.6 1.7 0.1 0.2 0.3 0.2 0.5 
Taiwan 3,640.2 25.7 1.0 3.5 3.5 1.3 11.0 
K.Sudogwon 29.8 2,520.7 54.7 168.2 170.0 135.1 283.3 
K.Gangwong 0.9 52.9 121.5 7.2 5.3 5.8 9.4 
K.Chungcheon 9.3 244.9 15.0 352.6 52.8 35.0 77.4 
K.Jeolla 10.0 232.9 13.5 51.7 454.0 41.9 94.5 
K.Gyeongbuk 11.7 182.3 13.1 39.8 43.1 312.5 121.2 
K.Gyeongnam 19.7 315.2 21.1 74.7 88.6 88.0 936.0 
Hokkaido 3.2 1.7 0.1 0.2 0.2 0.1 0.6 
Tohoku 11.7 6.0 0.2 0.7 0.7 0.4 2.0 
Kanto 212.0 108.5 3.7 12.7 13.1 6.2 36.9 
Chubu 54.3 27.8 1.0 3.2 3.3 1.6 9.4 
Kinki 88.8 45.9 1.6 5.4 5.6 2.7 15.5 
Chugoku 34.3 18.9 0.8 2.5 2.6 1.5 6.7 
Shikoku 6.3 3.6 0.2 0.5 0.5 0.3 1.3 
Kyushu 29.7 15.9 0.6 2.0 2.1 1.1 5.5 
U.S.A 310.9 196.3 7.0 23.4 24.6 13.6 63.6 
ROW 89.9 64.8 2.9 8.9 10.3 7.9 19.3 
計 4,769.7 4,236.8 265.0 780.4 905.5 671.5 1,749.8 
表 7 － 3 　生産誘発効果（関東統合）Japan ～ USA
単位：100millionUS$
Hokkaido Tohoku Kanto Chubu Kinki Chugoku Shikoku Kyushu U.S.A ROW 計
ASEAN 15 36 340 70 128 38 19 64 1,237 3,370 12,716 
C.Dongbei 2 3 48 14 31 5 2 10 66 192 2,796 
C.Huabei 4 5 96 28 63 9 3 20 278 685 5,887 
C.Huadong 6 7 173 51 116 15 5 30 524 1,207 6,930 
C.Huanan 3 4 80 22 50 7 2 15 637 1,295 4,795 
C.Huazhong 1 1 26 7 16 2 1 5 109 268 6,624 
C.Xibei 0 0 5 2 3 0 0 1 18 58 1,564 
C.Xinan 0 0 6 2 4 1 0 1 35 106 2,903 
Taiwan 6 9 115 27 50 17 5 26 627 1,715 6,645 
K.Sudogwon 3 4 54 13 24 9 2 13 294 855 4,767 
K.Gangwong 0 0 2 1 1 0 0 1 7 30 250 
K.Chungcheon 1 1 18 5 8 3 1 5 86 231 1,193 
K.Jeolla 2 2 21 5 10 4 1 5 77 248 1,333 
K.Gyeongbuk 1 2 21 5 10 4 1 5 110 272 1,210 
K.Gyeongnam 2 3 35 9 16 6 2 8 180 464 2,362 
Hokkaido 2,297 82 417 67 115 26 12 48 28 49 3,157 
Tohoku 91 3,221 1,086 134 227 71 40 112 80 396 5,513 
Kanto 693 1,201 24,131 1,724 2,096 815 444 1,510 1,376 2,069 39,872 
Chubu 182 286 3,323 4,779 910 236 137 388 674 1,122 5,147 
Kinki 199 274 2,066 749 8,330 461 278 603 486 866 11,225 
Chugoku 67 112 2,296 199 436 2,579 118 319 135 492 14,397 
Shikoku 22 44 1,347 87 188 96 1,294 103 34 208 5,723 
Kyushu 49 95 863 157 383 229 77 5,302 162 508 3,152 
U.S.A 34 45 898 112 191 44 20 80 162,035 14,695 9,149 
ROW 16 24 72 52 100 24 11 44 1,329 260 765 
計 3,698 5,460 37,540 8,319 13,508 4,703 2,477 8,718 170,622 31,661 























次に，表 7 の日本の関東地域を 1 都10県に分
割した表 8 を使って，関東地域の内部の構造を
見ていこう。表 8 － 1 は，表 7 － 1 と同様に，
需要地域である表頭地域をASEANから中国の
各地域までの部分で切り取って示している。表
表 8 － 1 　生産誘発効果（関東非統合）ASEAN ～ China
単位：100millionUS$
ASEAN C.Dongbei C.Huabei C.Huadong C.Huanan C.Huazhong C.Xibei C.Xinan
ASEAN 6,945.2 9.9 25.6 53.8 70.0 12.3 5.7 9.4 
C.Dongbei 15.8 2,107.1 79.9 55.1 22.4 57.8 36.3 23.2 
C.Huabei 38.9 178.7 3,336.6 296.1 126.9 378.4 140.0 118.4 
C.Huadong 62.1 119.6 195.4 3,575.2 182.5 368.6 96.0 128.0 
C.Huanan 54.5 50.3 53.1 136.5 2,024.3 156.4 48.4 114.7 
C.Huazhong 12.5 135.3 241.7 407.3 251.8 4,721.0 176.7 226.8 
C.Xibei 2.6 27.9 49.0 43.3 24.0 101.7 1,174.3 48.7 
C.Xinan 5.1 21.3 28.4 57.6 82.5 96.9 50.9 2,400.8 
Taiwan 123.6 15.9 39.0 65.3 87.8 15.6 6.8 8.8 
K.Sudogwon 49.1 6.0 14.3 22.7 30.6 5.7 2.5 3.3 
K.Gangwong 1.6 0.3 0.5 0.8 1.2 0.2 0.1 0.1 
K.Chungcheon 16.2 2.2 5.0 8.0 10.9 2.1 0.9 1.2 
K.Jeolla 19.2 2.7 6.1 10.5 14.2 2.9 1.2 1.6 
K.Gyeongbuk 19.7 2.4 5.8 9.6 12.8 2.4 1.0 1.4 
K.Gyeongnam 33.4 4.0 9.6 16.5 21.7 4.2 1.8 2.3 
Hokkaido 5.3 0.4 0.7 1.5 1.1 0.3 0.1 0.2 
Tohoku 19.1 1.4 2.3 4.7 3.9 0.8 0.4 0.6 
Tokyo 79.4 5.4 9.3 19.5 15.9 3.4 1.8 2.3 
Kanagwa 57.1 4.0 6.9 14.1 12.2 2.4 1.4 1.7 
Chiba 29.8 2.1 3.6 7.9 6.2 1.5 0.8 0.9 
Saitama 26.6 1.8 3.2 6.6 5.6 1.1 0.6 0.8 
Ibaraki 21.8 1.6 2.6 5.7 4.5 1.1 0.5 0.7 
Tochigi 16.3 1.1 2.0 4.0 3.4 0.7 0.4 0.5 
Gunma 16.7 1.2 2.0 4.1 3.6 0.7 0.4 0.5 
Niigata 10.8 0.8 1.3 2.8 2.2 0.5 0.3 0.3 
Nagano 17.7 1.2 2.2 4.3 3.8 0.7 0.4 0.5 
Yamanashi 6.5 0.5 0.8 1.6 1.4 0.3 0.2 0.2 
Shizuoka 37.9 2.7 4.7 9.6 8.1 1.7 0.9 1.2 
Chubu 97.9 8.0 13.7 28.6 23.2 4.9 2.7 3.4 
Kinki 149.5 12.2 20.0 43.7 33.1 7.5 4.0 4.9 
Chugoku 38.9 4.0 6.5 15.2 10.7 3.0 1.4 1.7 
Shikoku 9.8 0.8 1.4 3.1 2.2 0.6 0.3 0.3 
Kyushu 45.5 3.1 5.2 11.3 8.8 2.2 1.1 1.3 
U.S.A 392.3 20.3 81.1 99.9 68.9 23.0 11.7 17.1 
ROW 206.0 8.0 15.3 18.9 31.1 4.2 1.8 3.4 
計 8,478.4 2,756.3 4,259.7 5,046.4 3,182.4 5,982.6 1,772.0 3,127.8 
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7 － 1 で，華東地域の需要によって関東地域に
大きな生産誘発を生じているかを示したが，表










までを切り取った表 8 － 2 を見てみよう。こち









表 8 － 2 　生産誘発効果（関東非統合）Taiwan ～ Korea
単位：100millionUS$
Taiwan K.Sudogwon K.Gangwong K.Chungcheon K.Jeolla K.Gyeongbuk K.Gyeongnam
ASEAN 128.2 74.8 3.4 11.0 11.9 6.9 29.5 
C.Dongbei 7.1 11.5 0.5 1.4 1.6 1.3 3.0 
C.Huabei 25.1 33.5 1.3 4.2 4.6 3.5 9.3 
C.Huadong 22.7 28.5 1.1 3.4 3.7 2.7 7.6 
C.Huanan 15.9 15.8 0.6 1.8 1.9 1.3 4.4 
C.Huazhong 4.9 5.6 0.2 0.7 0.7 0.5 1.6 
C.Xibei 1.4 1.5 0.1 0.2 0.2 0.2 0.5 
C.Xinan 1.6 1.7 0.1 0.2 0.3 0.2 0.5 
Taiwan 3,640.2 25.7 1.0 3.5 3.5 1.3 11.0 
K.Sudogwon 29.8 2,520.7 54.7 168.2 170.0 135.1 283.3 
K.Gangwong 0.9 52.9 121.5 7.2 5.3 5.8 9.4 
K.Chungcheon 9.3 244.9 15.0 352.6 52.8 35.0 77.4 
K.Jeolla 10.0 232.9 13.5 51.7 454.0 41.9 94.5 
K.Gyeongbuk 11.7 182.3 13.1 39.8 43.1 312.5 121.2 
K.Gyeongnam 19.7 315.2 21.1 74.7 88.6 88.0 936.0 
Hokkaido 3.2 1.7 0.1 0.2 0.2 0.1 0.6 
Tohoku 11.7 6.0 0.2 0.7 0.7 0.4 2.0 
Tokyo 50.5 26.2 0.9 3.0 3.1 1.6 8.6 
Kanagwa 38.0 19.3 0.6 2.2 2.3 1.0 6.5 
Chiba 17.3 9.6 0.4 1.3 1.4 0.8 3.5 
Saitama 17.8 9.0 0.3 1.0 1.0 0.5 3.0 
Ibaraki 13.5 7.2 0.3 0.9 1.0 0.5 2.5 
Tochigi 10.9 5.5 0.2 0.6 0.6 0.3 1.8 
Gunma 11.6 5.7 0.2 0.6 0.6 0.3 1.9 
Niigata 6.8 3.6 0.1 0.4 0.4 0.2 1.2 
Nagano 12.4 6.0 0.2 0.6 0.6 0.3 2.0 
Yamanashi 4.6 2.2 0.1 0.2 0.2 0.1 0.7 
Shizuoka 24.9 12.6 0.4 1.5 1.5 0.7 4.3 
Chubu 54.3 27.8 1.0 3.2 3.3 1.6 9.4 
Kinki 88.8 45.9 1.6 5.4 5.6 2.7 15.5 
Chugoku 34.3 18.9 0.8 2.5 2.6 1.5 6.7 
Shikoku 6.3 3.6 0.2 0.5 0.5 0.3 1.3 
Kyushu 29.7 15.9 0.6 2.0 2.1 1.1 5.5 
U.S.A 310.9 196.3 7.0 23.4 24.6 13.6 63.6 
ROW 89.9 64.8 2.9 8.9 10.3 7.9 19.3 
計 4,675.9 4,170.4 262.0 771.2 894.9 663.6 1,729.8 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































最後に，表 7 や表 8 の生産誘発効果の結果を
転置したそれぞれの表から，元の表 7 ，表 8 を
差し引くと，地域ごとの生産誘発収支関係を示




















































consumption productsや韓国のHousehold consumption 
productsや，Basic industrial materialsや， 特 にProcessing 
and assemblingに大きな生産誘発が生じていることにある。















































































Hasebe, Y., and N. Shrestha （2006） “Economic Integration 
in East Asia: An International Input-Output Analysis”, 
The World Economy， Vol. 29， No. 12. （December 
2006）， pp. 1709-1735
Ishiro, T. （2012） “Transnational Interregional Water 
Footprint Analysis between Japan and China”， 
『環境経済論の最近の展開 2012』久保庭眞彰編，





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































― PB ―― 104 ― 流通経済大学論集　Vol.47, No.4
(386)
付
表
3
　
生
産
誘
発
収
支
（
関
東
統
合
）
単
位
：
10
0m
ill
io
nU
S$
A
SE
A
N
C.
Do
ng
be
i
C.
H
ua
be
i
C.
Hu
ad
on
g
C.
H
ua
na
n
C.H
ua
zh
on
g
C
.X
ib
ei
C
.X
in
an
T
ai
w
an
K.S
ud
og
wo
n
K.G
an
gw
on
g
K.C
hun
gch
eon
K
.J
eo
lla
K.G
yeo
ngb
uk
K.G
yeo
ngn
am
H
ok
ka
id
o
T
oh
ok
u
K
an
to
C
hu
bu
K
in
ki
C
hu
go
ku
Sh
ik
ok
u
K
yu
sh
u
U
.S
.A
R
O
W
計
A
SE
A
N
0.
0 
5.
9 
13
.3
 
8.
4 
-1
5.
5 
0.
2 
-3
.1
 
-4
.3
 
-4
.6
 
-2
5.
7 
-1
.8
 
5.
2 
7.
4 
12
.8
 
4.
0 
-1
0.
2 
-1
7.
2 
-0
.9
 
27
.6
 
21
.4
 
0.
4 
-9
.6
 
-1
8.
9 
-8
44
.4
 
-3
,1
63
.8
 
-4
,0
13
.6
 
C
.D
on
gb
ei
-5
.9
 
0.
0 
98
.9
 
64
.5
 
27
.9
 
77
.5
 
-8
.4
 
-1
.9
 
8.
7 
-5
.6
 
-0
.2
 
0.
7 
1.
2 
1.
2 
1.
0 
-1
.8
 
-1
.5
 
-2
2.
8 
-5
.7
 
-1
8.
5 
-0
.7
 
-0
.9
 
-7
.2
 
-4
5.
6 
-1
84
.4
 
-2
9.
4 
C
.H
ua
be
i
-1
3.
3 
-9
8.
9 
0.
0 
-1
00
.7
 
-7
3.
8 
-1
36
.8
 
-9
1.
0 
-9
0.
0 
13
.9
 
-1
9.
2 
-0
.8
 
0.
8 
1.
5 
2.
3 
0.
4 
-3
.5
 
-2
.6
 
-5
3.
2 
-1
4.
6 
-4
3.
1 
-2
.7
 
-2
.0
 
-1
4.
6 
-1
96
.6
 
-6
69
.4
 
-1
,6
07
.8
 
C
.H
ua
do
ng
-8
.4
 
-6
4.
5 
10
0.
7 
0.
0 
-4
6.
0 
38
.8
 
-5
2.
7 
-7
0.
4 
42
.5
 
-5
.7
 
-0
.2
 
4.
6 
6.
8 
6.
9 
8.
8 
-4
.5
 
-2
.1
 
-8
3.
9 
-2
2.
6 
-7
1.
8 
0.
1 
-1
.9
 
-1
9.
1 
-4
23
.7
 
-1
,1
87
.7
 
-1
,8
56
.0
 
C
.H
ua
na
n
15
.5
 
-2
7.
9 
73
.8
 
46
.0
 
0.
0 
95
.4
 
-2
4.
4 
-3
2.
2 
71
.9
 
14
.8
 
0.
6 
9.
1 
12
.3
 
11
.5
 
17
.3
 
-1
.9
 
0.
0 
-6
.1
 
1.
1 
-1
7.
2 
4.
0 
-0
.2
 
-5
.8
 
-5
67
.8
 
-1
,2
63
.6
 
-1
,5
73
.9
 
C
.H
ua
zh
on
g
-0
.2
 
-7
7.
5 
13
6.
8 
-3
8.
8 
-9
5.
4 
0.
0 
-7
5.
0 
-1
29
.9
 
10
.7
 
0.
1 
0.
0 
1.
4 
2.
1 
1.
9 
2.
6 
-0
.7
 
-0
.4
 
-1
0.
0 
-2
.4
 
-8
.9
 
0.
8 
-0
.2
 
-2
.6
 
-8
5.
9 
-2
63
.8
 
-6
35
.3
 
C
.X
ib
ei
3.
1 
8.
4 
91
.0
 
52
.7
 
24
.4
 
75
.0
 
0.
0 
2.
2 
5.
4 
0.
9 
0.
0 
0.
7 
1.
0 
0.
9 
1.
3 
-0
.1
 
0.
2 
3.
3 
1.
2 
0.
6 
0.
9 
0.
1 
0.
0 
-6
.2
 
-5
6.
5 
21
0.
3 
C
.X
in
an
4.
3 
1.
9 
90
.0
 
70
.4
 
32
.2
 
12
9.
9 
-2
.2
 
0.
0 
7.
3 
1.
5 
0.
1 
0.
9 
1.
3 
1.
2 
1.
8 
-0
.1
 
0.
2 
4.
4 
1.
6 
1.
0 
1.
1 
0.
1 
0.
0 
-1
7.
5 
-1
02
.2
 
22
9.
2 
T
ai
w
an
4.
6 
-8
.7
 
-1
3.
9 
-4
2.
5 
-7
1.
9 
-1
0.
7 
-5
.4
 
-7
.3
 
0.
0 
4.
0 
-0
.1
 
5.
8 
6.
5 
10
.4
 
8.
8 
-2
.6
 
3.
2 
97
.5
 
27
.7
 
38
.6
 
17
.1
 
1.
6 
3.
8 
-3
16
.4
 
-1
,6
25
.0
 
-1
,8
75
.0
 
K
.S
ud
og
w
on
25
.7
 
5.
6 
19
.2
 
5.
7 
-1
4.
8 
-0
.1
 
-0
.9
 
-1
.5
 
-4
.0
 
0.
0 
-1
.7
 
76
.7
 
62
.9
 
47
.2
 
31
.8
 
-1
.3
 
2.
1 
54
.9
 
14
.8
 
21
.7
 
9.
6 
1.
2 
3.
0 
-9
7.
3 
-7
90
.5
 
-5
30
.3
 
K
.G
an
gw
on
g
1.
8 
0.
2 
0.
8 
0.
2 
-0
.6
 
0.
0 
0.
0 
-0
.1
 
0.
1 
1.
7 
0.
0 
7.
8 
8.
2 
7.
3 
11
.7
 
-0
.1
 
0.
1 
1.
8 
0.
4 
0.
7 
0.
3 
0.
0 
0.
1 
-0
.4
 
-2
7.
5 
14
.6
 
K
.C
hu
ng
ch
eo
n
-5
.2
 
-0
.7
 
-0
.8
 
-4
.6
 
-9
.1
 
-1
.4
 
-0
.7
 
-0
.9
 
-5
.8
 
-7
6.
7 
-7
.8
 
0.
0 
-1
.0
 
4.
8 
-2
.7
 
-0
.9
 
-0
.6
 
-5
.4
 
-1
.3
 
-3
.0
 
-1
.0
 
-0
.4
 
-2
.5
 
-6
2.
8 
-2
22
.5
 
-4
13
.1
 
K
.J
eo
lla
-7
.4
 
-1
.2
 
-1
.5
 
-6
.8
 
-1
2.
3 
-2
.1
 
-1
.0
 
-1
.3
 
-6
.5
 
-6
2.
9 
-8
.2
 
1.
0 
0.
0 
1.
2 
-5
.9
 
-1
.4
 
-1
.0
 
-7
.8
 
-2
.1
 
-4
.5
 
-1
.5
 
-0
.8
 
-3
.2
 
-5
2.
4 
-2
38
.2
 
-4
27
.5
 
K
.G
ye
on
gb
uk
-1
2.
8 
-1
.2
 
-2
.3
 
-6
.9
 
-1
1.
5 
-1
.9
 
-0
.9
 
-1
.2
 
-1
0.
4 
-4
7.
2 
-7
.3
 
-4
.8
 
-1
.2
 
0.
0 
-3
3.
1 
-1
.2
 
-1
.3
 
-1
5.
2 
-3
.7
 
-7
.0
 
-2
.3
 
-0
.7
 
-4
.0
 
-9
6.
6 
-2
63
.9
 
-5
38
.6
 
K
.G
ye
on
gn
am
-4
.0
 
-1
.0
 
-0
.4
 
-8
.8
 
-1
7.
3 
-2
.6
 
-1
.3
 
-1
.8
 
-8
.8
 
-3
1.
8 
-1
1.
7 
2.
7 
5.
9 
33
.1
 
0.
0 
-1
.7
 
-0
.8
 
1.
5 
0.
8 
-0
.7
 
0.
8 
-0
.5
 
-2
.9
 
-1
16
.7
 
-4
44
.3
 
-6
12
.3
 
H
ok
ka
id
o
10
.2
 
1.
8 
3.
5 
4.
5 
1.
9 
0.
7 
0.
1 
0.
1 
2.
6 
1.
3 
0.
1 
0.
9 
1.
4 
1.
2 
1.
7 
0.
0 
9.
7 
27
6.
3 
11
4.
6 
83
.8
 
41
.4
 
9.
3 
0.
7 
5.
8 
-3
2.
9 
54
0.
7 
T
oh
ok
u
17
.2
 
1.
5 
2.
6 
2.
1 
0.
0 
0.
4 
-0
.2
 
-0
.2
 
-3
.2
 
-2
.1
 
-0
.1
 
0.
6 
1.
0 
1.
3 
0.
8 
-9
.7
 
0.
0 
11
4.
6 
15
2.
6 
46
.8
 
40
.8
 
4.
2 
-1
7.
2 
-3
4.
8 
-3
72
.3
 
-5
3.
0 
K
an
to
0.
9 
22
.8
 
53
.2
 
83
.9
 
6.
1 
10
.0
 
-3
.3
 
-4
.4
 
-9
7.
5 
-5
4.
9 
-1
.8
 
5.
4 
7.
8 
15
.2
 
-1
.5
 
-2
76
.3
 
-1
14
.6
 
0.
0 
1,
59
8.
6 
-2
9.
9 
1,
48
1.
5 
90
3.
1 
-6
46
.2
 
-4
77
.8
 
-1
,9
96
.8
 
48
3.
3 
C
hu
bu
-2
7.
6 
5.
7 
14
.6
 
22
.6
 
-1
.1
 
2.
4 
-1
.2
 
-1
.6
 
-2
7.
7 
-1
4.
8 
-0
.4
 
1.
3 
2.
1 
3.
7 
-0
.8
 
-1
14
.6
 
-1
52
.6
 
-1
,5
98
.6
 
0.
0 
-1
60
.9
 
-3
7.
0 
-5
0.
5 
-2
31
.3
 
-5
61
.7
 
-1
,0
69
.2
 
-3
,9
99
.0
 
K
in
ki
-2
1.
4 
18
.5
 
43
.1
 
71
.8
 
17
.2
 
8.
9 
-0
.6
 
-1
.0
 
-3
8.
6 
-2
1.
7 
-0
.7
 
3.
0 
4.
5 
7.
0 
0.
7 
-8
3.
8 
-4
6.
8 
29
.9
 
16
0.
9 
0.
0 
-2
5.
1 
-9
0.
0 
-2
19
.9
 
-2
94
.9
 
-7
66
.1
 
-1
,2
44
.9
 
C
hu
go
ku
-0
.4
 
0.
7 
2.
7 
-0
.1
 
-4
.0
 
-0
.8
 
-0
.9
 
-1
.1
 
-1
7.
1 
-9
.6
 
-0
.3
 
1.
0 
1.
5 
2.
3 
-0
.8
 
-4
1.
4 
-4
0.
8 
-1
,4
81
.5
 
37
.0
 
25
.1
 
0.
0 
-2
1.
5 
-9
0.
2 
-9
1.
0 
-4
68
.5
 
-2
,1
99
.8
 
Sh
ik
ok
u
9.
6 
0.
9 
2.
0 
1.
9 
0.
2 
0.
2 
-0
.1
 
-0
.1
 
-1
.6
 
-1
.2
 
0.
0 
0.
4 
0.
8 
0.
7 
0.
5 
-9
.3
 
-4
.2
 
-9
03
.1
 
50
.5
 
90
.0
 
21
.5
 
0.
0 
-2
5.
4 
-1
3.
6 
-1
97
.0
 
-9
76
.3
 
K
yu
sh
u
18
.9
 
7.
2 
14
.6
 
19
.1
 
5.
8 
2.
6 
0.
0 
0.
0 
-3
.8
 
-3
.0
 
-0
.1
 
2.
5 
3.
2 
4.
0 
2.
9 
-0
.7
 
17
.2
 
64
6.
2 
23
1.
3 
21
9.
9 
90
.2
 
25
.4
 
0.
0 
-8
1.
6 
-4
64
.5
 
75
7.
3 
U
.S
.A
84
4.
4 
45
.6
 
19
6.
6 
42
3.
7 
56
7.
8 
85
.9
 
6.
2 
17
.5
 
31
6.
4 
97
.3
 
0.
4 
62
.8
 
52
.4
 
96
.6
 
11
6.
7 
-5
.8
 
34
.8
 
47
7.
8 
56
1.
7 
29
4.
9 
91
.0
 
13
.6
 
81
.6
 
0.
0 
-1
3,
36
6.
3 
-8
,8
86
.3
 
R
O
W
3,
16
3.
8 
18
4.
4 
66
9.
4 
1,
18
7.
7 
1,
26
3.
6 
26
3.
8 
56
.5
 
10
2.
2 
1,
62
5.
0 
79
0.
5 
27
.5
 
22
2.
5 
23
8.
2 
26
3.
9 
44
4.
3 
32
.9
 
37
2.
3 
1,
99
6.
8 
1,
06
9.
2 
76
6.
1 
46
8.
5 
19
7.
0 
46
4.
5 
13
,3
66
.3
 
0.
0 
29
,2
36
.6
 
計
4,
01
3.
6 
29
.4
 
1,
60
7.
8 
1,
85
6.
0 
1,
57
3.
9 
63
5.
3 
-2
10
.3
 
-2
29
.2
 
1,
87
5.
0 
53
0.
3 
-1
4.
6 
41
3.
1 
42
7.
5 
53
8.
6 
61
2.
3 
-5
40
.7
 
53
.0
 
-4
83
.3
 
3,
99
9.
0 
1,
24
4.
9 
2,
19
9.
8 
97
6.
3 
-7
57
.3
 
8,
88
6.
3 
-2
9,
23
6.
6 
付
表
4
　
生
産
誘
発
収
支
（
関
東
非
統
合
）
単
位
：
10
0m
ill
io
nU
S$
AS
EA
N
C.D
on
gb
ei
C.
Hu
ab
ei
C.H
uad
ong
C.H
ua
na
n
C.H
uaz
hon
g
C
.X
ib
ei
C.
X
in
an
T
ai
w
an
K.S
udo
gw
on
K.G
ang
wo
ng
K.C
hun
gch
eon
K
.Je
ol
la
K.G
yeo
ngb
uk
K.G
yeo
ngn
am
Ho
kk
aid
o
T
oh
ok
u
T
ok
yo
Ka
na
gw
a
C
hi
ba
Sa
ita
m
aI
ba
ra
ki
To
ch
igi
G
un
m
aN
iig
at
aN
ag
an
o
Ya
ma
nas
hi
Sh
izu
ok
aC
hu
bu
K
in
ki
Ch
ug
ok
u
Sh
ik
ok
u
K
yu
sh
u
U
.S
.A
R
O
W
計
A
SE
A
N
0.0
 
5.9
 
13
.3 
8.4
 
-1
5.5
 
0.2
 
-3
.1 
-4
.3 
-4
.6 
-2
5.7
 
-1
.8 
5.2
 
7.4
 
12
.8 
4.0
 
-1
0.2
 
-1
7.2
 
13
.6 
-1
1.1
 
-1
1.2
 
-1
4.6
 
1.2
 
-1
5.3
 
-2
.9 
-5
.9 
2.8
 
1.1
 
22
.8 
27
.6 
21
.4 
0.4
 
-9
.6 
-1
8.9
 
-8
44
.4 
-3,
16
3.8
 
-4
,03
2.1
 
C
.D
on
gb
ei
-5
.9 
0.0
 
98
.9 
64
.5 
27
.9 
77
.5 
-8
.4 
-1
.9 
8.7
 
-5
.6 
-0
.2 
0.7
 
1.2
 
1.2
 
1.0
 
-1
.8 
-1
.5 
-2
.8 
-5
.2 
-4
.0 
-4
.3 
-1
.5 
-3
.0 
-2
.4 
-1
.6 
-0
.8 
-0
.3 
0.6
 
-5
.7 
-1
8.5
 
-0
.7 
-0
.9 
-7
.2 
-4
5.6
 
-18
4.4
 
-3
2.0
 
C
.H
ua
be
i
-1
3.3
 
-9
8.9
 
0.0
 
-1
00
.7 
-7
3.8
 
-1
36
.8 
-9
1.0
 
-9
0.0
 
13
.9 
-1
9.2
 
-0
.8 
0.8
 
1.5
 
2.3
 
0.4
 
-3
.5 
-2
.6 
-7
.1 
-1
1.5
 
-8
.9 
-9
.7 
-3
.7 
-6
.1 
-5
.0 
-3
.5 
-1
.9 
-0
.7 
0.4
 
-1
4.6
 
-4
3.1
 
-2
.7 
-2
.0 
-1
4.6
 
-1
96
.6 
-66
9.4
 
-1
,61
2.2
 
C
.H
ua
do
ng
-8
.4 
-6
4.5
 
10
0.7
 
0.0
 
-4
6.0
 
38
.8 
-5
2.7
 
-7
0.4
 
42
.5 
-5
.7 
-0
.2 
4.6
 
6.8
 
6.9
 
8.8
 
-4
.5 
-2
.1 
-8
.9 
-1
9.6
 
-1
3.7
 
-1
7.0
 
-6
.0 
-1
1.2
 
-8
.7 
-6
.1 
-3
.1 
-1
.1 
2.3
 
-2
2.6
 
-7
1.8
 
0.1
 
-1
.9 
-1
9.1
 
-4
23
.7 
-1,
18
7.7
 
-1
,86
5.1
 
C
.H
ua
na
n
15
.5 
-2
7.9
 
73
.8 
46
.0 
0.0
 
95
.4 
-2
4.4
 
-3
2.2
 
71
.9 
14
.8 
0.6
 
9.1
 
12
.3 
11
.5 
17
.3 
-1
.9 
0.0
 
1.9
 
-3
.5 
-3
.5 
-4
.3 
-0
.5 
-4
.7 
-2
.8 
-1
.7 
0.4
 
0.2
 
5.0
 
1.1
 
-1
7.2
 
4.0
 
-0
.2 
-5
.8 
-5
67
.8 
-1,
26
3.6
 
-1
,58
1.2
 
C
.H
ua
zh
on
g
-0
.2 
-7
7.5
 
13
6.8
 
-3
8.8
 
-9
5.4
 
0.0
 
-7
5.0
 
-1
29
.9 
10
.7 
0.1
 
0.0
 
1.4
 
2.1
 
1.9
 
2.6
 
-0
.7 
-0
.4 
-0
.9 
-2
.6 
-1
.7 
-2
.3 
-0
.6 
-1
.5 
-1
.1 
-0
.8 
-0
.4 
-0
.1 
0.6
 
-2
.4 
-8
.9 
0.8
 
-0
.2 
-2
.6 
-8
5.9
 
-26
3.8
 
-6
36
.8 
C
.X
ib
ei
3.1
 
8.4
 
91
.0 
52
.7 
24
.4 
75
.0 
0.0
 
2.2
 
5.4
 
0.9
 
0.0
 
0.7
 
1.0
 
0.9
 
1.3
 
-0
.1 
0.2
 
1.0
 
0.4
 
0.1
 
-0
.1 
0.2
 
-0
.1 
0.0
 
0.0
 
0.2
 
0.1
 
0.7
 
1.2
 
0.6
 
0.9
 
0.1
 
0.0
 
-6
.2 
-56
.5 
20
9.5
 
C
.X
in
an
4.3
 
1.9
 
90
.0 
70
.4 
32
.2 
12
9.9
 
-2
.2 
0.0
 
7.3
 
1.5
 
0.1
 
0.9
 
1.3
 
1.2
 
1.8
 
-0
.1 
0.2
 
1.2
 
0.5
 
0.1
 
0.0
 
0.3
 
-0
.1 
0.1
 
0.0
 
0.3
 
0.1
 
0.9
 
1.6
 
1.0
 
1.1
 
0.1
 
0.0
 
-1
7.5
 
-10
2.2
 
22
8.1
 
T
ai
w
an
4.6
 
-8
.7 
-1
3.9
 
-4
2.5
 
-7
1.9
 
-1
0.7
 
-5
.4 
-7
.3 
0.0
 
4.0
 
-0
.1 
5.8
 
6.5
 
10
.4 
8.8
 
-2
.6 
3.2
 
28
.2 
14
.0 
4.7
 
4.2
 
7.0
 
-0
.7 
4.5
 
1.3
 
7.5
 
2.8
 
20
.0 
27
.7 
38
.6 
17
.1 
1.6
 
3.8
 
-3
16
.4 
-1,
62
5.0
 
-1
,87
8.8
 
K
.S
ud
og
w
on
25
.7 
5.6
 
19
.2 
5.7
 
-1
4.8
 
-0
.1 
-0
.9 
-1
.5 
-4
.0 
0.0
 
-1
.7 
76
.7 
62
.9 
47
.2 
31
.8 
-1
.3 
2.1
 
16
.5 
8.1
 
2.7
 
2.4
 
3.9
 
0.9
 
2.6
 
0.9
 
3.7
 
1.4
 
10
.3 
14
.8 
21
.7 
9.6
 
1.2
 
3.0
 
-9
7.3
 
-79
0.5
 
-5
31
.8 
K
.G
an
gw
on
g
1.8
 
0.2
 
0.8
 
0.2
 
-0
.6 
0.0
 
0.0
 
-0
.1 
0.1
 
1.7
 
0.0
 
7.8
 
8.2
 
7.3
 
11
.7 
-0
.1 
0.1
 
0.5
 
0.3
 
0.1
 
0.0
 
0.2
 
0.0
 
0.1
 
0.0
 
0.1
 
0.0
 
0.3
 
0.4
 
0.7
 
0.3
 
0.0
 
0.1
 
-0
.4 
-27
.5 
14
.6 
K
.C
hu
ng
ch
eo
n
-5
.2 
-0
.7 
-0
.8 
-4
.6 
-9
.1 
-1
.4 
-0
.7 
-0
.9 
-5
.8 
-7
6.7
 
-7
.8 
0.0
 
-1
.0 
4.8
 
-2
.7 
-0
.9 
-0
.6 
-0
.3 
-1
.5 
-1
.2 
-1
.3 
-0
.2 
-0
.7 
-0
.4 
-0
.5 
-0
.1 
-0
.1 
0.6
 
-1
.3 
-3
.0 
-1
.0 
-0
.4 
-2
.5 
-6
2.8
 
-22
2.5
 
-4
13
.3 
K
.J
eo
lla
-7
.4 
-1
.2 
-1
.5 
-6
.8 
-1
2.3
 
-2
.1 
-1
.0 
-1
.3 
-6
.5 
-6
2.9
 
-8
.2 
1.0
 
0.0
 
1.2
 
-5
.9 
-1
.4 
-1
.0 
-0
.6 
-1
.9 
-1
.9 
-1
.6 
-0
.4 
-0
.7 
-0
.5 
-0
.5 
-0
.2 
-0
.1 
0.4
 
-2
.1 
-4
.5 
-1
.5 
-0
.8 
-3
.2 
-5
2.4
 
-23
8.2
 
-4
27
.7 
K
.G
ye
on
gb
uk
-1
2.8
 
-1
.2 
-2
.3 
-6
.9 
-1
1.5
 
-1
.9 
-0
.9 
-1
.2 
-1
0.4
 
-4
7.2
 
-7
.3 
-4
.8 
-1
.2 
0.0
 
-3
3.1
 
-1
.2 
-1
.3 
-2
.3 
-3
.4 
-2
.1 
-2
.2 
-0
.8 
-1
.4 
-0
.9 
-0
.8 
-0
.7 
-0
.3 
-0
.3 
-3
.7 
-7
.0 
-2
.3 
-0
.7 
-4
.0 
-9
6.6
 
-26
3.9
 
-5
38
.6 
K
.G
ye
on
gn
am
-4
.0 
-1
.0 
-0
.4 
-8
.8 
-1
7.3
 
-2
.6 
-1
.3 
-1
.8 
-8
.8 
-3
1.8
 
-1
1.7
 
2.7
 
5.9
 
33
.1 
0.0
 
-1
.7 
-0
.8 
2.2
 
-0
.9 
-1
.4 
-1
.3 
0.4
 
-1
.0 
-0
.1 
-0
.5 
0.4
 
0.2
 
2.6
 
0.8
 
-0
.7 
0.8
 
-0
.5 
-2
.9 
-1
16
.7 
-44
4.3
 
-6
13
.1 
H
ok
ka
id
o
10
.2 
1.8
 
3.5
 
4.5
 
1.9
 
0.7
 
0.1
 
0.1
 
2.6
 
1.3
 
0.1
 
0.9
 
1.4
 
1.2
 
1.7
 
0.0
 
9.7
 
18
5.8
 
39
.4 
30
.7 
-6
.9 
21
.4 
18
.7 
8.2
 
11
.9 
12
.9 
-1
.0 
42
.9 
11
4.6
 
83
.8 
41
.4 
9.3
 
0.7
 
5.8
 
-32
.9 
62
8.4
 
T
oh
ok
u
17
.2 
1.5
 
2.6
 
2.1
 
0.0
 
0.4
 
-0
.2 
-0
.2 
-3
.2 
-2
.1 
-0
.1 
0.6
 
1.0
 
1.3
 
0.8
 
-9
.7 
0.0
 
32
7.6
 
-2
7.4
 
29
.1 
-6
0.2
 
23
.9 
-5
.4 
10
.2 
-6
.2 
10
.8 
4.0
 
52
.3 
15
2.6
 
46
.8 
40
.8 
4.2
 
-1
7.2
 
-3
4.8
 
-37
2.3
 
19
1.1
 
T
ok
yo
-1
3.6
 
2.8
 
7.1
 
8.9
 
-1
.9 
0.9
 
-1
.0 
-1
.2 
-2
8.2
 
-1
6.5
 
-0
.5 
0.3
 
0.6
 
2.3
 
-2
.2 
-1
85
.8 
-3
27
.6 
0.0
 
-5
50
.5 
-2
55
.0 
-6
48
.7 
-1
51
.5 
-8
6.7
 
-1
02
.9 
-1
39
.3 
-9
5.1
 
-2
4.4
 
-1
02
.7 
-3
23
.7 
-4
19
.9 
-1
87
.5 
-1
16
.1 
-4
31
.7 
-1
89
.1 
-52
9.2
 
-4
,90
9.6
 
K
an
ag
w
a
11
.1 
5.2
 
11
.5 
19
.6 
3.5
 
2.6
 
-0
.4 
-0
.5 
-1
4.0
 
-8
.1 
-0
.3 
1.5
 
1.9
 
3.4
 
0.9
 
-3
9.4
 
27
.4 
55
0.5
 
0.0
 
-6
9.5
 
11
.6 
43
.1 
69
.9 
38
.4 
5.8
 
18
.9 
9.3
 
12
3.1
 
15
0.0
 
69
.8 
8.5
 
-1
1.7
 
-7
0.7
 
-1
20
.5 
-28
5.6
 
56
7.0
 
C
hi
ba
11
.2 
4.0
 
8.9
 
13
.7 
3.5
 
1.7
 
-0
.1 
-0
.1 
-4
.7 
-2
.7 
-0
.1 
1.2
 
1.9
 
2.1
 
1.4
 
-3
0.7
 
-2
9.1
 
25
5.0
 
69
.5 
0.0
 
30
.1 
85
.5 
14
.3 
10
.8 
0.8
 
17
.1 
2.3
 
47
.4 
51
.7 
53
.4 
54
.0 
-3
.7 
-3
3.9
 
-2
7.3
 
-17
0.6
 
43
8.3
 
Sa
it
am
a
14
.6 
4.3
 
9.7
 
17
.0 
4.3
 
2.3
 
0.1
 
0.0
 
-4
.2 
-2
.4 
0.0
 
1.3
 
1.6
 
2.2
 
1.3
 
6.9
 
60
.2 
64
8.7
 
-1
1.6
 
-3
0.1
 
0.0
 
20
.4 
30
.9 
20
.1 
10
.8 
15
.4 
5.6
 
67
.8 
97
.6 
10
9.0
 
20
.8 
-0
.5 
-1
1.8
 
-3
5.9
 
-13
5.0
 
94
1.5
 
Ib
ar
ak
i
-1
.2 
1.5
 
3.7
 
6.0
 
0.5
 
0.6
 
-0
.2 
-0
.3 
-7
.0 
-3
.9 
-0
.2 
0.2
 
0.4
 
0.8
 
-0
.4 
-2
1.4
 
-2
3.9
 
15
1.5
 
-4
3.1
 
-8
5.5
 
-2
0.4
 
0.0
 
-1
2.5
 
-5
.9 
-5
.0 
2.5
 
-0
.6 
12
.2 
-6
.0 
-7
.7 
-1
0.9
 
-1
1.1
 
-5
9.6
 
-4
3.3
 
-11
4.1
 
-3
04
.4 
T
oc
hi
gi
15
.3 
3.0
 
6.1
 
11
.2 
4.7
 
1.5
 
0.1
 
0.1
 
0.7
 
-0
.9 
0.0
 
0.7
 
0.7
 
1.4
 
1.0
 
-1
8.7
 
5.4
 
86
.7 
-6
9.9
 
-1
4.3
 
-3
0.9
 
12
.5 
0.0
 
-4
.6 
-5
.4 
1.3
 
-1
.0 
8.0
 
1.9
 
-3
.0 
-4
.4 
-7
.0 
-4
2.2
 
-0
.9 
-85
.4 
-1
26
.4 
G
un
m
a
2.9
 
2.4
 
5.0
 
8.7
 
2.8
 
1.1
 
0.0
 
-0
.1 
-4
.5 
-2
.6 
-0
.1 
0.4
 
0.5
 
0.9
 
0.1
 
-8
.2 
-1
0.2
 
10
2.9
 
-3
8.4
 
-1
0.8
 
-2
0.1
 
5.9
 
4.6
 
0.0
 
1.0
 
3.3
 
0.1
 
16
.2 
6.7
 
-6
.3 
-5
.1 
-7
.4 
-3
1.4
 
-3
6.6
 
-86
.0 
-1
02
.5 
N
iig
at
a
5.9
 
1.6
 
3.5
 
6.1
 
1.7
 
0.8
 
0.0
 
0.0
 
-1
.3 
-0
.9 
0.0
 
0.5
 
0.5
 
0.8
 
0.5
 
-1
1.9
 
6.2
 
13
9.3
 
-5
.8 
-0
.8 
-1
0.8
 
5.0
 
5.4
 
-1
.0 
0.0
 
8.0
 
0.4
 
7.9
 
4.5
 
-1
0.2
 
-4
.4 
-4
.7 
-2
5.3
 
-1
1.7
 
-55
.5 
54
.2 
N
ag
an
o
-2
.8 
0.8
 
1.9
 
3.1
 
-0
.4 
0.4
 
-0
.2 
-0
.3 
-7
.5 
-3
.7 
-0
.1 
0.1
 
0.2
 
0.7
 
-0
.4 
-1
2.9
 
-1
0.8
 
95
.1 
-1
8.9
 
-1
7.1
 
-1
5.4
 
-2
.5 
-1
.3 
-3
.3 
-8
.0 
0.0
 
-2
.2 
14
.2 
17
.1 
-9
.3 
-1
.9 
-4
.0 
-3
3.8
 
-5
6.6
 
-93
.7 
-1
73
.6 
Y
am
an
as
hi
-1
.1 
0.3
 
0.7
 
1.1
 
-0
.2 
0.1
 
-0
.1 
-0
.1 
-2
.8 
-1
.4 
0.0
 
0.1
 
0.1
 
0.3
 
-0
.2 
1.0
 
-4
.0 
24
.4 
-9
.3 
-2
.3 
-5
.6 
0.6
 
1.0
 
-0
.1 
-0
.4 
2.2
 
0.0
 
-4
.3 
10
.5 
-1
.5 
-1
.9 
-1
.2 
-1
0.0
 
-2
0.4
 
-32
.3 
-5
6.6
 
Sh
iz
uo
ka
-2
2.8
 
-0
.6 
-0
.4 
-2
.3 
-5
.0 
-0
.6 
-0
.7 
-0
.9 
-2
0.0
 
-1
0.3
 
-0
.3 
-0
.6 
-0
.4 
0.3
 
-2
.6 
-4
2.9
 
-5
2.3
 
10
2.7
 
-1
23
.1 
-4
7.4
 
-6
7.8
 
-1
2.2
 
-8
.0 
-1
6.2
 
-7
.9 
-1
4.2
 
4.3
 
0.0
 
32
.4 
-7
1.6
 
-2
1.9
 
-1
4.1
 
-1
04
.2 
-1
44
.9 
-21
8.6
 
-8
95
.1 
C
hu
bu
-2
7.6
 
5.7
 
14
.6 
22
.6 
-1
.1 
2.4
 
-1
.2 
-1
.6 
-2
7.7
 
-1
4.8
 
-0
.4 
1.3
 
2.1
 
3.7
 
-0
.8 
-1
14
.6 
-1
52
.6 
32
3.7
 
-1
50
.0 
-5
1.7
 
-9
7.6
 
6.0
 
-1
.9 
-6
.7 
-4
.5 
-1
7.1
 
-1
0.5
 
-3
2.4
 
0.0
 
-1
60
.9 
-3
7.0
 
-5
0.5
 
-2
31
.3 
-5
61
.7 
-1,
06
9.2
 
-2
,44
3.2
 
K
in
ki
-2
1.4
 
18
.5 
43
.1 
71
.8 
17
.2 
8.9
 
-0
.6 
-1
.0 
-3
8.6
 
-2
1.7
 
-0
.7 
3.0
 
4.5
 
7.0
 
0.7
 
-8
3.8
 
-4
6.8
 
41
9.9
 
-6
9.8
 
-5
3.4
 
-1
09
.0 
7.7
 
3.0
 
6.3
 
10
.2 
9.3
 
1.5
 
71
.6 
16
0.9
 
0.0
 
-2
5.1
 
-9
0.0
 
-2
19
.9 
-2
94
.9 
-76
6.1
 
-9
77
.5 
C
hu
go
ku
-0
.4 
0.7
 
2.7
 
-0
.1 
-4
.0 
-0
.8 
-0
.9 
-1
.1 
-1
7.1
 
-9
.6 
-0
.3 
1.0
 
1.5
 
2.3
 
-0
.8 
-4
1.4
 
-4
0.8
 
18
7.5
 
-8
.5 
-5
4.0
 
-2
0.8
 
10
.9 
4.4
 
5.1
 
4.4
 
1.9
 
1.9
 
21
.9 
37
.0 
25
.1 
0.0
 
-2
1.5
 
-9
0.2
 
-9
1.0
 
-46
8.5
 
-5
63
.8 
Sh
ik
ok
u
9.6
 
0.9
 
2.0
 
1.9
 
0.2
 
0.2
 
-0
.1 
-0
.1 
-1
.6 
-1
.2 
0.0
 
0.4
 
0.8
 
0.7
 
0.5
 
-9
.3 
-4
.2 
11
6.1
 
11
.7 
3.7
 
0.5
 
11
.1 
7.0
 
7.4
 
4.7
 
4.0
 
1.2
 
14
.1 
50
.5 
90
.0 
21
.5 
0.0
 
-2
5.4
 
-1
3.6
 
-19
7.0
 
10
8.1
 
K
yu
sh
u
18
.9 
7.2
 
14
.6 
19
.1 
5.8
 
2.6
 
0.0
 
0.0
 
-3
.8 
-3
.0 
-0
.1 
2.5
 
3.2
 
4.0
 
2.9
 
-0
.7 
17
.2 
43
1.7
 
70
.7 
33
.9 
11
.8 
59
.6 
42
.2 
31
.4 
25
.3 
33
.8 
10
.0 
10
4.2
 
23
1.3
 
21
9.9
 
90
.2 
25
.4 
0.0
 
-8
1.6
 
-46
4.5
 
96
5.7
 
U
.S
.A
84
4.4
 
45
.6 
19
6.6
 
42
3.7
 
56
7.8
 
85
.9 
6.2
 
17
.5 
31
6.4
 
97
.3 
0.4
 
62
.8 
52
.4 
96
.6 
11
6.7
 
-5
.8 
34
.8 
18
9.1
 
12
0.5
 
27
.3 
35
.9 
43
.3 
0.9
 
36
.6 
11
.7 
56
.6 
20
.4 
14
4.9
 
56
1.7
 
29
4.9
 
91
.0 
13
.6 
81
.6 
0.0
 -1
3,3
66
.3 
-8
,67
7.0
 
R
O
W
3,1
63
.8 
18
4.4
 
66
9.4
 1
,18
7.7
 1
,26
3.6
 
26
3.8
 
56
.5 
10
2.2
 1
,62
5.0
 
79
0.5
 
27
.5 
22
2.5
 
23
8.2
 
26
3.9
 
44
4.3
 
32
.9 
37
2.3
 
52
9.2
 
28
5.6
 
17
0.6
 
13
5.0
 
11
4.1
 
85
.4 
86
.0 
55
.5 
93
.7 
32
.3 
21
8.6
 1
,06
9.2
 
76
6.1
 
46
8.5
 
19
7.0
 
46
4.5
 1
3,3
66
.3 
0.0
 2
9,0
45
.7 
計
4,0
32
.1 
32
.0 
1,6
12
.2 
1,8
65
.1 
1,5
81
.2 
63
6.8
 
-2
09
.5 
-2
28
.1 
1,8
78
.8 
53
1.8
 
-1
4.6
 
41
3.3
 
42
7.7
 
53
8.6
 
61
3.1
 
-6
28
.4 
-1
91
.1 
4,9
09
.6 
-5
67
.0 
-4
38
.3 
-9
41
.5 
30
4.4
 
12
6.4
 
10
2.5
 
-5
4.2
 
17
3.6
 
56
.6 
89
5.1
 2
,44
3.2
 
97
7.5
 
56
3.8
 
-1
08
.1 
-9
65
.7 
8,6
77
.0 
-29
,04
5.7
 
